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2' 日の出・日の続入続TのHlj時刻と場所をlか月 I回くらいずの 一一 つ !._~間盤 主る。体字一 一 3 いぶしガラスをとおして，太陽の表簡をみる。
や ー
4 事の長節により太陽てゐ高らベきがEうちがうか， 南中時の影
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最頻配当学年におけ号車当盤整x100= 14~_ .._ __x100;弓58(ダ)となる。

























りである。このうち各指導形態により指導した学校数は， 1.・・ 84校，2.' 
5校， 3.... .36校， 4.・・・17校になっているから，それぞれの指導形態の割合
はつぎのようになる。
1. 実験観察実縮率・・・・・・................~土x100. . 59(%) 
142 
2・ 視覚教活による指導の割合・..山......，.._~ー xl00 r'- 4(的
142 
~. 講義3 説明等による指導の割合・・・・ ・・・・・~x100-~ 25(%) 
142 









項目ごとの~標をあらわしたもので，関 1 は学年別， 岡 2 は分野別の傾向を示
している。
図 10 配当率と集中度の学年別分布
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実験観察実施率 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年
j数金掌5ω年%j引2 l (%) 普及 % 数%署長 % 数 j6
竺2|竺3 
数 J6
。.-10 1 2 21 4 
11 - 20 21 4 1 1 31 6 
21 .-30 5 3 6 5 7 91 17 18 9 
31 - 40 う 4 8 7 61 12 16 8 
41 _ 50 2 7 61 12 12 6 
51 .-60 51 25 61 12 10
1 
14 71 14 281 13 
61 - 70 21 18 31 15 11 23 12 17 71 14 3う 17 
71 - 80 1 9
1 5 81 16 17， 24 81 15 35 17 
81 .-90 12 31 27 61 30 91 19 61 33 15 
91 _100 71 88 51 46¥ 31 15 4 8 3 4 22 10 
計 81叫 111001201
'州491叫刊 1001刊1昨 1い。
31-40 21 12 日 81 16 1 4 i 2 31 19 16 8 
41-50 6 2 4 31 1 21 11 2 3 21 13 12 6 
51..60 21 12 81 4口、 81 16 2 8 21 11 5 8 1 6 281 13 
61..70 21 12 31 15 14' 26 ヲ 34 4 7 31 19 351 17 
71-80 21 12 31 15 3 6 71 27 41 21 141 22 21 13 351 17 
81.-90 6 41 20. 71 14 2 8 28 E 331 15 
91..100 3 6 2 8 1 17 28 21 10 
計 1 1司71叫 241ω 刊1叩州)2判6)1∞州I194l叫州吋 161'0∞州01l2刈1叩01'10凹0 
-12-
( 1 )学年別の傾 向
まず，図3および表41によって学年別の傾向を比較してみよう。
。図4にみられるとおり，配当実験観察項目のうち実際に実験観察学習として





ており，これが， 3， 4， 5， 6年生と進むにしたがうて，実施率の低い項
目数がふえている。
。ところが，講義・説明など伝統的な方法によって指導したものの割合を，民1
3によってみると， 1年...3ラム 2年....6払 3年.，16%， 4年・・
20%， 5年ー .'，18%， 6年・・ー 28.%と学年が進むにしたがって，しだいに大
きくなっている。これは実験観察実施率と逆な傾向である。
。視覚教材により指導したものの割合は， 1年ー・.1%， 2年"，1%，3年

























指導したものの割合(実験観察実施率〉は， r天体の動きJ.. ，43%， r健康
な生活」・・ 64%，r生物の生活J'"'63%， r気象の変化J'"'68%， r大地の
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学 番 分 領 突 険 fil' 察 項 日 竺笑i|き新年 号f 野 以
1 181 生 形態 植物細胞の鋭袋 46 77， 
2 I 1l 1 1 カエルの解剖 43 72 
2 I 13 1 生理 唾液によるでんぷんの消化作用の笑段 50 74 
2 l? IJ IJ 人間のE手放作用や阪本びんに飼育される鮭などによっ う2 ?8 
て，動物の呼級作用".:.:.-行っていることをしらべる災験
1 122 IJ 分類 植物の採集，さく誕の製作，分類 88 89 
つぎに，実験観察実施率が30%以下の項目宏あげると，つぎのとおりで夜
る。
21312i t 実験むi 察項 同 2島
1 I 6 I生物|形態|有はいにゅう，無はいに。う紹子の比較観察 I 20I 28
7 I IJ I 1 I径ご了、の散布?去のちがL、による形態，構造の差呉の観察 121 127 
1 19 I 1 i宅殴!日照の度合，風通し，温度等の条件により蒸喰作用の程 Il5 I 28 
I!愛のちがうことの実験
1 20 I " I生態l その形態，生態をmI!~突するための動物飼育
a，ほ にゅう室長 12 21 
b，烏 鉱: 12 20 
C，雨 E包 事鼠 18 29 
b，魚 鋲 15 28 
e，軟体動物 9 
f，腔腸動物 9 2 
1 I 21I 1/ I 1 Iその生態を観察するための怪物栽培
- 32-
a，ポットと極Aの培養液による栽培 I 9 I 18 
b，分類を主とした栽培
C，食虫植物や闘装組牧1のような，特殊な，あるいは I15 I 31
高級純物の意見士宮・
d，水中，海辺のような特殊環境の植物の生態観察 1引 26
e，つぎ*，とり木の央習 I 12I 21
1 ¥25¥" I差益|マメ，ァ問など双子純物p イネ，トウモロ当シ， 111120
など単子葉植物の温度， r~度のちがし、による発芽の様手
貯蔵でんぷんの変化をしらべる宍!験



























































" 131 1 " 1 I1 1液体には表面張力のはたらいている ζ と，液体に物をと
かすと表面張力がかわることをしらべる実験
" 132 j " 1" 1速通貨ではその形にか肋らず，水面の高さが等しくな
ることをしらべる笑験
21381 " 1 h 1てこのつりあいをしらべる実験
1/ 141 1 I1 1 I1 1ふりこの等時性をしらべる突験
1/ I生6I I1I光|凹函館による光の反射之像のできかたをしらべる実験
fI I 50I 1/ I " I凸レンズによる光の屈折と像のできかたをしらべる突験
I1 I 51I 1 I " I凹レンズによる光の屈折と像のできかたをしらべる爽験
" I 54I I1 I I1 I三角プリズムによる光の分散をレらべる突験
" 159 I " I熱 |熱のったわりかたをしらべる笑験
I1 161 1 I1 1憶気|磁石をつく て磁界の方向や強きをしらべる喫験I.， I磁 つ
I1 162 I " Iη|鉄に磁石を近づけると近くに同名，速くに異名の極ので
きるこιをしらべる尖験
t ↑67 I I1 I " I電流は磁気作用を生ずることをしらべる実験
























































学 番 分 領 突 験 観 察 項 目
突 ~災施三年 門町戸 日野 域 数
ト一一
73化学水 アルコーノレ， 1吠験管， ~~騰石などの簡単な装置で水を蒸 71 85 
留する突験。
1/ 741 1/ 1/ 1 ，96'の硝酸銀溶液で天然、水中の塩分を検出する。 71 84 
" 71 1/ " ろ紙，ロートに工る水のらか実験。 86 92 
" 861 1/ 気体 ifi!J問責{じ水素，またはiK索敵カリウムなどの酸化物から|隊 65 88 素を分解させて抗告集する災験。
li 871 1/ 1/ 酸系の助燃f訟をたしかめる央験。 70 96 
1/ 81 1/ 1/ 金属に酸をはたらかせ水素を発生させて採集する突験。 53 86 
1 901 1/ 1/ J.K~認が空気ιl'でよく燃えるこ主をしらべる実験。 67 80 
" " 二間変化炭素には助燃性のないことをたしかめる実験。 ラ2 81 
'1 951 " 1/ 二民主化炭素は手i灰7)くを白濁させることをしらべる実験。 57 88 
2 12J 1/ 燃料 ほのおの炎心に可燃怯の気体のあることをたしかめる央 45 80 
除。 . 
" 127 1/ 食品 でんぷんからのりをつくる実験。 53 81 
1 128 1/ 1/ でんぷん液のヨード反応をしらべる災験。 68 92 
1/ " 熱，アルコーJレ，酸によりたんぱく買をぎ k う固させる 58 83 
尖除。
1/ 137 " I繊維いろいろな繊維の検鏡による比較鋭然。 77 86 
1/ 138 1 1 いろいろな繊維の燃鋭のさいの比絞観察。 71 85 
3 981 1/気体 磁i裁を燃焼させ，また!llI硫酸ソー〆を分解させて亜硫酸 40 80 
リ 10211F!?
ガスを発生させる宍験。
食J1..i水を電解すると陽1阪には塩素，陰極には水素と水酸 58 84 
イじナトリウムを発生することをしらべる突験。
" 波r~ê殴より希硫般をつくる実調。 62 94 





学 T書 分|領 実 実
年 u. 野域 突 足先 観 祭 学 習 数四i
2 1 23 化学食品 牛乳から脂肪を分離する実験。 7 1 2

















央年 J~. 野域 験
159 地学|議 気温の日変化の測定。
観 祭 現 目
" 168 " " 毛32湿度計"J低湿球湿度計，セロファソ湿度計の使用)j~lミの実習。
I! 1861 " 岩鉱石物 L 、ろいろな鉱物の特徴の観察
a j定 銅 鉱
b 黄 鉄 鉱













1: 1 以 | 院験観祭項目 1 ~~ 1施ι|号|竺竺I -" W'^' "". "" "_'" ，_. 1 ~ .1笠
1 11481断‘議|月闘であり表面には噴火口，海，平原があることをた 120125
しかめる閥測。
1 I 15司1 j " I天の雌が次第にその位位を変えることの観測。 11116 
1 I 1矧"I 1I恒Aの観測。
d 大きさ 1 13 1 19 
b 色 113 1 19 
c 明るい星と暗い星 1 15 1 22 
d ~光星 I 31 5 
e述昼 1 4 1 7 
f 恒星と惑星 1 9 1 15 
g 高度方位 " 1 4 1 7 
h 雨 中時刻 I 8 I 9 
1 1 151 1 1 1 1足時計の製作。
" I 1631 1 I 1 Iピュフオート風力階級による風力の測定。
1/ 1167 " 1 1 I風向 ・瓜カの年変化の観測。 118 1 24 






'1 ¥ 179¥パ"I 献による渡しよ し 巡聡たし彩~CI)=fffflの観察。
"い87¥"間断の牒とその分類。
" I 1叫 1 I " I 鉱物の採集とその分類。
1 I 18'ヲ'¥" I " I 化石の採集とその分類。
27 I 25 
20 I 23 
22 I 2ラ
27 1 14 
12 I 30 
3 1 6 
川5120 





















































































































































































体 I~ 1 71q食や月食のおこるわけを，地球儀 ・テエス





し月よ|引きまづた時刻にどんな形の月がどこにみられ lm引 |るか継続して観堅実する | 














生61 \，、ろいろな刷物の桜.~あつめ， A畏毛・校根を 21 2 
観察する
621 '!tliの気孔を顕微鏡で観賞持する 6 81 7511 71 8 17 




64裁が光合成によってでんぷんを作ることたヨ 6182 711 47 141 30 5 
-1-"反応、でたしかめる
65パッタの呼吸作用を石灰7.1¥でたしかめる 6150 ~~II ~~j 1: 4 36 66 ~京のえらを解剖し観察する 6165 38 15 
67落事室を集めて形で分けたり，色でわけたりす 11 76 1 "3 2 
る
68'まいた磁予の発芽のようすを，残しておいた 21 16 221169 21 16 13 
鶴子のようすとくらべる
69 いろいろな観場所察すによって発芽するようすがち 31 37 30il62 3126 5 
がうことを る
環 70 円!僚の差異のある場所のwi物の育ち方を比較 31 37 261 55 1129 15 
観鎖する
境 71 肥料の多少による植物の育ち方を比較偶然す 31 36 301 57 01 31 13 
る
の 72 季節だよりをつくる 3190 3" 87 71 6 
~ 73 野菜・草花内・果物・樹木など問の種察子すをる集め， 41 33 3' 58 101 16 15 かたさや部構造などを比較
イ乞 74いろいろな他物の桜や地下廷を観察し，冬ど 4147 32 371 14 40 11 しのようすをしらべる
75いろし、ろな純物の冬芽をあつめ，冬ごしのよ 41 75 34 651 11 20 。kこ うすを税策する
、 76鉢桁{えのwi物のおき方をか間えて，光と芽の例1 6156 39 691 7 26 o 
同 び方や葉のむき方の関係を ま慢する
る 77 ダイコンの種子を・ン性ャー災レ験などにまいて，J産 6161 531 65 9122 5 の向日性と根の背日 の をする
形 78オジギ倍・ネムの来・スイレンの花などのOfl 61 32 431 28 9139 2:; 閉を観察する
君事 79 ツパメの生活を継続観然する 3140 361 30 11 43 16 
8C カエノレ・カタツムりなどを飼って冬眠のよう 3148 35，1 12 27137 24 
すを制策する
81 成虫や卵や青虫なやさ泌なぎなどのす姿で冬観察ごしを 41 67 341 39 191 35 7 
するいろいろ虫の冬のようを する
82種予定こまかくまいた湯す合とあらくまいた場 31 5C CI 21 11 
合の育ちプjを沌較観察 る
生 83 マメ科の植物の根を飢祭する 51 61 50 
7胡41ml86 2 
141 8 
物 84給ぶの分布と生育状況を継続して比較慨然す 51 261 34 26140 (J) 
中日 る
五 85者f生純物を観察する 51 461 47 331 13 































































51 61 26 741 5 
51 471 26 671 1 
3181 26 911 0 31 71 
3181 27 91 0 
2231701 l 3157 35 581 9 
ヲ685]， 68 21 18
41 60 39 65 3122 
ラ4833 '45 81 19 
5147 34 70 41 8 
5162 46 70 21 17
51 69 57 70 4120 
ラ6ヲ58 59 41 2ラ
5164 ラ764 31 14
5172 55 78 21 9 1 
ララ日 62 岱 11 4 31 
51 80 68 71 191 18 10 
51 6148 76 61 18 
51 53 49 73 4122 
51 64 39 89 01 6 。5
51 SO 48 44 0121 35 
51 54 50 40 1 21 28 
51 67 54 81 01 1 9 
51 59 62 42 7132 19 
5171 59 71 41 13 1 
51 59 53 69 01 6 25 
1141年間の天気の変化を継続的に側tし記録する
平 均
@ |⑧l 。 I@!@l@l al九Id
. 115 川原るで右るあつめをしてた，角そのうあなる石右主とそなうい石， 41 73 31 76 41 15 6 
いいな色けの石る，か でな
い石などに分
自 116 石なかうちさあっくたらり，かなづちでこわしたりし 41 62 371 73 21 131 
てたをベる
117 砂丘のようすを綴露をする 41 40 38 21 25 421 12 
然 118 川が曲'守つ、っているところの右岸と左岸のようす 41 8049 51 19 281 1 
大 をくべる
119 川の上流・中流 ・下流の工うすを線童話する 4189 45 271 30 391 4 
の 120 調~府のようすを実主l!に観要書する 6181 43 51 16 101 18 
地 121 地すべりのあったところを実地に観察する 61 52 51 261 21 141 39 
122 鐙乳洞を見学する 61 5359 51 33 22140 
変 123 河岸段丘 ・海岸段丘など-k実地に観察する 61 62 61 30132 141 24 の
124 問状地のようすを観察する 61 64 53 16135 211 28 
イヒ 125 風化作用のおこなわれたようすを観終する 61 63 ラl30120 41 6 
五E126 化石の採集をする 61 7564 29123 28 20 
127 火山の景観を観る 61 84 62 8163 261 3 
E 128 いろいろな土を沈紋~験して， その組Eたをし 41 4538 121 1 
イじ らべる
129 
1 断!替のようすを観察する 6181 57 251 37 341 '1 
〆大「 130 E重ねた紙をを商災倶殺jすからおして，し。う|泊のでき 61 7 73 801 4 101 6 
るようす る
却t 131 おみもな火成岩・堆積岩・変成岩について総本 6138 67 821 4 131 1 
をる
132 採集した石毛t版本によって分類する 61 6ラ591 41 31 15 41 
133 花樹岩の組成をノレーベで観察する 61 65 79 41 7 24128 





I 1議 134 磁石で針や針金?をひきつけてみる 961 1 31 1 
石 135 磁石で鉄片をつけた人形や玩兵をうどかして 1 641 37971 0 21 1 
!と みる電
41 1  気 136 磁を針測ーや定機す磁る石毛f使L、，いろいろな場所で)'J位 31 691 52951 0 
の
f"i. 137 磁化したぬい針を7J<に浮かべて方位をしらぺ ‘31 49 50 851 0 61 5 Tこ
きら
る
138 曜観ま池察すをIる直列・放列につないで，そのもがい合 4177 43 961 0 21 :2
-48 
1:吋区腕車列捌山でゆ]るさをくら 41 80f 45 961 0 21 2 
ベる
1401 7li灯の種類や緋造な観察する 5171 46 821 5 121 1 
141 電熱2告の構造を鋭雪をする 51 64日C781 5 lラ i
142 コード・安全器 0';"-ー リソグ ・スイ yチ等を 5164 55 ラ919 271 5 
{克って電灯の関線有する
143 世鈴っくりをする 61 5545 51 11 26 11 
144 電信機っくりをする 61 60 51 45 11 32 12 




1 65 481 91 21 5 4 
で，その ろいろかわる
こと
147 鋭を使って，きめた向原に太陽の反射光線を 51 66431196 21 2 械
あててみる
148 鋭にをも観の緩をすうつるしてみると左右反対にうつる 51 66 37 941 2 51 C 
光 ことと
149i !大長めきがねを目に近づけて物をみると， 正立で 2183 38 96 01 2 
く見えることを災験する
150 虫めがねを民からはなして速くのが色を凡る 21 7939 961 0 31 1 
の すと，る紫色が さく倒立してみえること役実験
道
151 虫めがねで述くのを景色を白い紙の上にうつし 5149 40 851 2 81 5 
て，そのうつり方観察する具
進 152 日光を虫めがねであつめて紙を鋭〈 2173 38 861 0 71 7 
153 tをgtに光験すをあてて入品、I角と反射角が等しいこと 5181 71 761 7 151 2 
災る
154 光が1わ1てやガラスの国に斜めにさしこむとえi向 51 81 79 80 71 12
み がか ることを災験する
lう l.qレγズでJ1i{象ができることを実験する 51 79175 45 41 16 o 
Lう6r'1レγヌ:によってできる実像のむすび方につ 5! 821 761 76 3120 2 
コぢ 157 
いて実験する
プリズムをJl1¥'、て太i協の光を七色にわけてみ 5185 71 部 1 1 1 
る
158七色どまをまわすと白く見えることを)!験す 5169 651 31 1814 
b る
159 針穴写真機を製作する 51 70 g 
160 事るl'火写真機を作り， うつる像の変化~鋭袋す ラ85 541 2124 17 
! 
161 {fのでるおもち々を集めてなら してみる 2166 31 951 C 
音
162 t.:.¥'、こをたたいて皮にさわってみる 51 71 35 901 C 
163 議は物雌動することによって出ることを笑 5185 45 91 1 8 i 
の する
性
164 宵-強のl調高低は振動すきる物の長銀 ・大験す小 ・振り方 5189 59 861 4 91 1 
の によってまることを爽 る
質 165 糸tl訴をflり世の伝わりコ与をしらべる 51 66 44 71 4 171 7 
16 音は其空中は伝わらないことを尖験する 5182 79 381 9: 4(
167 音叉を使って音の共同を実験する 51 831 701 81 OJ 121 7 
-49ー
168 あぶり出しを作る 1 57 401 97 01 2 
火 169 ζんろに火をおこして，火と2区気の関係を爽 4180 51 92 31 1 験する
や 170 水験すや空る気が対流によってあたたまることを突 41 74571 91 21 7 C 
熱
171 熱の伝くわらりやすいものと，伝わりにくいもの 4174 60 851 3 131 0 
とをく べる
機 の
172 黒すいるものはよく放射熱を吸収することを央験 4174 511 76 0124 C 
刑j173 空気や金災属や験す水は熱せられると体積が治加す 4144 日185 1 13 2 ることを る
械 174 水は氷ると体駁が憎JI1することを央験する 41 52 45 671 1 281 4: 用
175 水験のす沸るとう点はおよそ1000Cであることを実 4141 51 891 0 91 3 
と
176 風ヰ手作りをする 1 841 57951 0 l~ ~ 177 7.K卒作りをする 21 471 40791 3 道 178 しeぼん玉っくりをする 89154 971 0 
179 ころを使って重いものを楽に動かせるととを 4163 27 761 3 141 I 
実験する
具 機 180 いろいろな動くおもち平を集め，動くわけを 3182 36 101 1 
しらべる
減 181 てこをで使きうと小さ災いjカ段で重いものを動かすこ 生8036 90i 3 
の とが ることを する
2こ 182 笑験験用てこを使ってどんな場合につりあうか 4163 53 781 4 
合突する
iま
選 183 いろL、ろなてこを使ったら道ベ具を使いながら力 4173 52 851 4 11 
J~ 
点・支点・作用点をし る
184 斜き商を使う笑と重験いものを主主に上げることがで 41 7452 681 5 26 
た
るζ とを する
351 a の 185 襲援を使うと小さい力で仕事ができることを 4:145 42 531 7 
する
t土 186 滑単を使うと仕事が楽にできることを実験す 4167 44 671 7 241 ) 
り る
すこ 187 時計のしくみを観察する 51' 64691 761 9 
ら
188 振子の周期は長さできまること会宍齢する う 587011 88， 3 
き 189 自転車の隣迭を級建築する ヲ64581 71 7 13 
き 190 自転車の分解組立をする 61 50 371 211 
191 物は水中ではその休絞分の7](の髭さだけ経く
なることを実験する
61 55 751 72' 5 
192 物実験の安す定るは童心の位置によってきまることを 61 57 721 73: 6 
193 蒸気の力をためしてみる 61 64801 76: 4 16 
194 むかえ角と揚ブJとの関係について奨除する 61 53851 53: 9 32 
平 均 j 16515411811 31121 4 
-50-
④ 。 @I@II~九 l a、
海かられるも
195 海水を蒸発させて塩をとる 4167 67 43 91 39 10 
196 水に穫をとかしてどれくらいとげるかためし 413ヲ52 68 31 13 16 
との てみる
自
生 197 まゆから糸をとってみる 6143 45 80 151 10 c 
然 物1198 木と材をを実空験気すをる断マて熱すると木炭ができるこ 41 3740 80 51 14
の
矛日 199 ヒマワリなどの航物の在塁手から泊をしぽりと 51 2449 29 61 4 18 
の 用 ってみる
(呆
石 200 右石灰右を焼いて生石灰をfp9，水を加えて消 61 ;ラ 94 31 51 46 18 
や になることをためす
金属 201 いろし、ろな鉱石の標本をみる 6183 70 84 21 1 『
議 2二 202 ブJ鉛鉱から鉛をとり出してみる 61 64 92 131 5 64 18 






204 ハソダ作りをする 6170 93 33 3146 16 、
205 なっとう作りをする ， 61 82 90 28 51 58 9 
用
食 206 とうふ作りをする 61 77 96 27 8 ラ 10 
ロロ 207 甘酒fiり古ァする 6185 91 52 41 38 6 
カ日 208 あめ作りをする ， も.7590 34 71 4712 
209 酒からアルコーJレを蒸繍してみる 61 78 88 88 4生l 7 
工 210石けん作りをする 61 76 88 64 61 22 8 
平 均 叶48 10 
- 5t -
6.2. 中学校の調査結果一覧表
@ ⑧ @ I ~ I ③ !I@ 
1 1 "*指滋形態の
分 |実I li I阻|利回当枚数に対
験I I狐II 1する割合
:1 @実験観祭項目 |配!判中!!@!@!@@
1 1虫 i1 1虫刻|絞っ悼
:1 1:率1皮!験党|詰I!
番I i 十 19 1 -;)11削教 I~I草
野 |号1 1年leldl祭 材オ等|主
1単手業績物・双子葉組物の根〈貯蔵根・附着 11 831 68!1 46118. 2オ4
根・水中根・寄生恨)について，成長点・綬 11 1 1 
I ~毛 ・糊の比問 本 I1175: 64~ 双子葉値物・単子葉他物についてp 革本茎と 11 1 64~ 4011泊43151 
木本茎の表皮 ・皮周 ・管束・ずい・年紛の比 1 ， 1 1I 
車交澗祭 ， 1 1 1 
31いるいろな植物の楽について，単葉・復業・ 1 831 671' 561 10 251 ~ 
不完全葉・業!派・業H;の外部形態や表皮 ・気
孔 ・3伝肉 ・葉脈の内部形態の比較観祭

















15シャーレー総過紙 ・大根の路子噂を絞って 1I1 521 481 461 61 251 19 
根.1主の成長とそのブJI向をしらべる実験









































































































































21 j;変h態虫〉を飼の観育察し， その発生(完全変態， 木完全
25 マメ ・アサガオなどの双伴子し提にう植貯よ織蔵物Y発物でのや稲芽ん，乎のぷイネ・トウモロコシなどの単が 総の混子度
や変化湿化を度をし等観らの察ベ条るし件，突発険の芽ちに んの変の
26 ユリ・チユーリ粉マプ・タマネギなどの花粉花を








山;21321 5 21 51 15 
11 56 681 21 181 41 2( f 1 59 701 20 171 42 
1"61 68129 21 31 21 
1 54 681 28 171 332 
1 62 681 44 161 27 
1 43 67 91 1247131 
1 46 65 21 9 541 3( 
1 49 611 18 613ラ37 
11 50 73 201 2 3814C 
1 49 68 31 iO 2ヲ31
1 57 74 261 19 26129 
1 49 64 21 10 33133 
196 72 86 01 9 ~ 
1194 75 481 5 171 18 
1 76 73 20 13138 29 
1 55 63 201 9 40 31 




1 1 R方だけ軽くなること(アルキメデスの原則)1 


































































































































21 591 561 41 101 421 5 
53直ヲリ角プリズムは金反射に用い，光のる進笑行験を 2184 72 64 1 32 2 
。または1800変えることをしらベ、
54三角りょうプリズムによって光を分散すると 861 1 1 
とができると主をしらべる央験
ちち 岡イ本を塾そすると長さや{本積が膨を張し， 物る質実験に 2183 
よヮて の割合がちがラこと しらべ
72 771 1 19! 2 
ラ6液体の熱に宍よ験る膨張は，固体より大きいこと 2177 72 
をしらべる
55 31 40 2 
57気体の熱による膨実験張は間体・液体より大きい 2178 72 55 3139 4 
ことをしらべる
物
爽i明l氷の氷点圧・沸力点がそってれ沸ぞ点れカOOc・1000cであ 2176 58 41 71 50 2 
るこ主， によ :ちがってくるこ
とをしらべる炎験
59熱の伝わり方には三つの場合が〉あることをし 21 91 
らべる実験〈伝塁手・対流・放射
79 791 3 171 1 
60i|黒い物休は，す向い粉体より放射熱をよく吸収 2179 73 61 1 34 4 
し，また発散 ることをしらべる災験
61 磁る力央線験をつくって磁界の方向や強さをしらぺ 2189 82 88 21 9 1 
62鉄守合に磁石を近づける左近くKこ異名5経験，速くに関 2195 
の振ができることをしらべる
88 921 0 71 C 
電 63軟鉄は一時磁石む銅は氷久磁石になること
をしらべる突験
2 801 77 161 3 
64 ボノレタ電池をつくたって，き電気の流れるζ と， 2 77175 271 3 
および消極斉1Iのは ら についての実験
65 ず電池を作ヮて充制れたことをためす突 2160 65 22 8150 2C 
瑳 気!66 




76 971 0 31 C 
磁 68 コイル流の函に磁力線(電が磁加誘わ導る〉と， コイノレに 2183 76 231 ~ 
電流のれること をしらべる突
験
69 変圧機の二ノレ次の側巻数と一の次比側に等の電庄の比は，それ 2179 77 46' 4 501 C 
ぞれ=イ しいことをしらべ
る~験気
70発電ヂの構造をしらべる。(脚または実物 2181 7 69 10 201 1 
使用
71電動貯の慨をしらべる。〈偲また日物 2183 77 70 1 171 2 
イ史問
72模型ニ極毛ーターの製作 2167 79 日l'唾 121 13 
- 55-. ， 
片岡@!ふI@
;j長!??!jjj;
78! !lJ1ぱんによる水のにどりの沈激突験 1 1[ 591 7司可司 7115 
η|右けん液の泡立による天然水の磁度をしらぺ I1 9417ヲ17~ 0;27 
水lmI33煮沸するこ山つも軟化する実験 11川町村 3
212VG;;?探鉱禁問;;|判313;
|実験 ， 1 1 1





























































1 61 6011 751 21 20 
11641581 81 31 11 5 
1 651 561 81 01 91 3. 
1 621 581:651 01 241 11 
:1:111j 
10 01 ilすE磁こt敵とガスは， 7.1< iこよく之けて酸性反応を示 3144 461 66 ~ 
をたしかめる突験
10 I EJFETる術西実空験ガスには， i君!白作片iのあることをしら 3144 451 68 7 
102 食塩水をウ電ム解と水し 陽磁に筑す紫る，こ陰僚にし水ら酸化 3169162 84 1 .5 ( 
ナトリ 索を生成 とを べる
突験
103 食るj実鼠験に波硫酸を加えて，塩化水素を発生させ 3177 751 83 01 16 
104 塩化水素が，火によく溶けることをしらべる 3173 751 77 01 19 4 
突↓捻
化
105 水にとげたものについて， リトマス試除紙・ 3168 681 81 1 13 4 
酸 味あ ・アγモニア ・硝め酸る銀実熔験液により， 盗駿でることをたしか
106 濃硫酸より希硫酸をつくる突習 3168 01 5 2 
107 i段硫駿のj脱水作用をしらべる実験 31 71 711178 01 17 6 
108 波の硫比酸較観・希察硫酸に対する金関の反応のしかた 3166 01 2~ 14 
109 希硫般とアソモニア水による中京1の実験 3167 65176 01 1~ 6 
110 草炭カ酸リ性ソ戸ダの色，およびその水熔習をが弱ア 3168 72168 0125 7 
塩 Jレ であるととをたしかめる突験
111 重と炭を酸ソー ダと酸で(二削酸船化炭索を発生するこ 3166 7プ731 0 20 ~ 
しらべる災i験
112 熱と水することによりE草炭酸ソ ーダは二敵化炭素 3164 75 521 0 361 13 
に分解するととをしらべる突験
113 波彊硫鉛酸・ ・希硫問主・溢ー 酸ムが・硝般に対しp 銅・鉄 3163 75 591 0 291 13. 
基
アルミニユ p fZ'視で， まずこは加
熱してどんな反応をするかをしらべる突験
114 強・水駿化ナト Uウムに対し，鍋・鉄・亜鉛・ 3139175 67 01 31 
アルミニュームが，常1EAでまたは加熱してど
んな反応をするか合しらべる突!検
115 場ま散..ifと水L貫主化中ナ下リウムのような酸とをと塊誌を 31 60 56 63 2129 7 
る 和してl盗を生ずるこ しらぺ
る笑験








117 イイ炭を吃りゅうしてその生成物カ" 石炭ガ 31 72 59 721 3 201 (I 
ス・コー ノレター ノレ・ァγモニア水 ・コークス
燃 であることをしらべる災験
118 リトマスじ試た験紙を用¥"，石炭のlを吃りらゅうによ 31 61 ，1 71 0120 E 
って生 アゾモニア水の反応しぺる実
験
119 ロー ソクまたはアノレ:;l-/レラソプのほのおの 21 58 61 62 7129 2 
内炎 ・外炎 ・炎心のilci.J!ri皇をしらべる災験
料 120 内炎の炭素約をしらべる宍験 21 57 761 76 41 16 5 
121 ほのお実の験炎心に可燃t'iの主主体があることをし 21 56 691 80 41 1 5 
らべる
122 牛乳の脂肪球とそのプラウソ巡抵I)の観察 21 40 731 28 51 38 
it 123 牛乳から脂肪を分総する尖験 2157 821 12 4158 
124 牛乳からカゼイソを分離する突験 21 55 821 22 2153 
125 長批糖分がふくまれていること叫べる宍 2162 831 32 5142 
126 磁そ予の貯械でんぷの顕ん微か鏡らでんぷん絞を鋭採・取安定し， 2172 811 81 11 14 
食 のでんぷん粒 による比
127 でんぷんから糊をつくる突験 2172 811 74 1 18 
128 でんぷん液のヨードi成法の実験 2174 801 92 l ラ
129 法唾液にによるでんぷんの脳{じの災験(ヨード試 2164 801 70 21 22 
より縮化をしらべる)
13C 石水罰け金化んナトリウム ・アルコール・脂肪により 21 59 581 321 9 
をつくる笑験
131 石けんの遊離アルカリの多少を検出する宍験 21 53 581 591 8 171 1 
132 石けんの乳化作用 ・吸li'作用・惨透作用をし 21 59 631 661 3 201 1 
らべる災験
133熱 ・アルコール・酸により蛋白買を凝固させ 21 70 91 SI 
る実験
ntLn A




2うl748 41 0 37122 
13e ぶどうの皮の自然にある静母，また3はEイース 2 651 69 
1 ~~I 引1，・コー ジ等に酵よっの陸て， アノレコー ル 生隣ずをしらべるw験，発 にこ敵化炭泌の る
ことをたしかめる実
137 いろいろな繊維の検鏡による比較観祭 2鈎叫従 2 1 
138 いろいろな繊維の燃焼の際の比較鋭後 2848859 I 85 01 8 7 
織 139 いろいろな祭繊維の酸・アルカリに対する反応 21 531 89'1 59 6126 9 
の比較鋭
14( 天染然染料・合成染料を用いての動H(物繊維の 21 62 78 ta 10 421 35 
色実習
141 人絹及び実と，験木絹制ilはそまりにくく， (I'[j安染料をを畑 7.1 69 58 26 
総 いるこ や毛は染まりやすいことたしかめる
142 助剤lとしての食塩・政敵ソーダ・錯般の用い 2169 171 1 
方のヲ主将
- 58ー
木シ粉綿〉・綿の)悦.，(色Eをと漂:用い白作て，用駿品ど化し性らぺ漂白;ゐ剤災l験(サラ 21 801 831 601 1 301 9 
4ヒ
繊 1144硫木酸綿・絹 ・花の，脱を色用いて， 還元合性し襟ら白河l5経く亜験
2170 77 53 3130 14 
ガス〕 と潔自作用 ベる
板ガラス宅ピガラス切りで所定の寸法に切る尖 213ラ62 381 0 171 46
習
維 146ガラス管をひきのばして曲げる突習 2138 46 66 31 5 26 学 147 ニグロム線を用いてガラスピンを切断する突 21 34 49 41 0124 35 
習
@ 同I @ I@l州②|⑥ !~~!@I 
団月が球でありy その表面に常・平原・噴火、 11791 761 251341 37141 
日があることをたしかめる 観測
149 肉11民?星しと〉よらカべEり， 北る~極観t主星ìHl左1をも中に心そとのしfて拘置昼をEE，ZE(例， 北 11 74下21451 181 311' 71 斗七 えることを
150 
三球儀誌はボールを用'-"'L:Il!l球の公恥し 174 84 66 1 20 3 
!らべる
天 151 三球儀または地球儀・ポーノレ・光転源を(篭らぺ灯ま 1 75 17 67 9120 4 
地
|実たは験幻灯〉を用いて
p 地球の自 し る
「ヨ
天の北騒が星の聞で次第K位置を佼えるとk 1 67 78 161 10631 10 
の観lR1J
15 恒星の観測
a 大きさ 11 70 74 191 19541 9 
付t b 色 1 65 72 191 19551 6 
I ~ ~るい星と齢、昼 1 67 75 21 19 521 6 
d 変 光 A 1 60 68 5 28158 8 . e 述 足ー 1 59 73 7127 561 ro 
f 恒星と惑星 1 42 τ4 151 33 381 7 
宮高度・方位
町
11 5973 7122 61 10 
気 h jl露中時刻 11 92 75 91 14 721 5 
154 恒星早見表の製作 11 57 72 351 5 21 39 
155 昼時計の製作 1 43 76 161 0 23160 
156 ポール・地球儀・電灯(幻灯〉により， 日食・ 1179 76 611 16
学 月食が生ずる理由なしらべる~l段
157 ポール ・地球儀・電灯し〈幻灯〉により，昼夜・ 1 78 76 60114 241 1 
象 158
同季の生じる淑由を らべる爽験
三球儀またはボーノレ・地球儀験 ・光源により， 1176 78 51 18 25 
月のみちかけをしらべる央
気視の日炎化の測定 1190 86 831 1 141 1 
160 気温の年変化の測定 1184 86 481 6 401 6 
161 気圧の日変化の測定 1186 86 5，71 4 331 7 
162 気低が高度によヮて変化することの測定 1 26 83 ラ714 331 7 
163ピュアオート風カ階級による風力の観測 1190 85 71 4 831 6 
-59ー
風俗君まに工る風向の測定 1 87 84s 55 2136 7 
165 風力青十による風力の測定 1 86 861 64 351 28 5 
166 風向の日変化の観測 1 79 871139 51 41 15 
天 167風力・風|匂の年変化の綴測 1 74 841' 24 71 55 14 
168 計毛妥の使湿用度計方法・乾の湿笑球習湿度計・セロファソ湿度 11 94 851 85 1 14 口
体 16 9湿度の日変化と温度の日変化の比較観測 1177 861145 71 42 
17 0 ろ紙のぬれかたによる雨滴の大きさのjlJ定 1 55 861 20 3146 31 
171 雨量計による雨廷の測定 1I 87 871 63 3126 t 
172 10極雲形による裟の観測 11 71 86138 271 30 6 
地
気 173 目視による雲母・雲肉・雲商の測定 1 58 83 7CI 5 191 5 
174 雪慣の観察記録 11 63 561 48 141 21 18 
175 雪の結晶の観察 1 86 86 521 20 201 8 
象 176 降雪量・積雪量の測定 1 81 85 72 2 161 lC 
177 フラスコと排る温気度ポンプに下)よをる霧しのらでき方爽験(断 1 83 86 541 4 281 15 熱膨E長によ の低 ベる
178 /レーベによる霜の観妻美 11 68 83 311 11 181 41 
海
洋
179 流水による侵食・運搬 ・継者まの三作用の観察 1189 811 30 2145 
地 180 j要員1の作用によヮてできたいろいろの地形の観
a 河岸段任 1 87 801 25 31 41 。
b 扇 状 地 11 86 801 23 34 43 
質 C 川の蛇行 1 87 80'125 33 42 C 
学 d 三日月湖 1183 7611
14 36 
181 鉱物の色と条痕色の比較観察 651 2 26 
182 鉱物の透明皮と光沢の観察 1 64 67 691 3 231 H 
鉱 183 鉱物の鰐開と断口の観察 11 70 65 591 6 291 7 
物 184 鉱物のE更皮をしらべる災験 11 73 69 521 0 381 1c . 18lj 鉱物の比重をしらパる突験 1 54 68 33 2 451 20 
186 いろいろな依物の特徴の観疑
岩 a 黄銅鉱 11 66 65 71 6 141 3 
石 b 質 鉄 鉱 11 63 60 7(;1 5 161 22 
C 赤 鉄 鉱 601 59 721 5 201 :) 
d 方 鉛 鉱 63162 751 5 161 5 
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e 亜 鉛 鉱 621 5 
i4t0Dl 1 1 Yf くじ平くお 431 5 
g 磁 鉄 鉱 621 8 251 5 
h しんしや 401 5 481 8 
鉱 i 石 干7 681 5 20171 
地 1 ?骨 正i 1 54 70 631 6 241 I 
k 方 解. 石 1 63 67 73' 6 17 3 
物 E設 芝; 1 53: 89 32 
mi燐 灰 -;Q"‘ 1 481 70 ヲ214 
n 長 石 1 641 69 70' 5 191 6 
。右 英 (水晶) 1 68: 6 77 3 161 4 
岩 P たんぱく，{i 146 71 
q こ I主 く 1 42 69 
r22 合主 1 61 661 77 3 151 5 
学 万 s j(疏 1タ. j 14 6 ラ3151 4 t 蛇 紋 4'-I 1 501 69 341 12 187 先宝石の採集とその分類 501 37 188 鉱物の採集とその分煩 11 751 77 
189 化石の採集と鋭察 1 681 73 341 24 
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